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ド
イ
ツ
で
も
平
和
運
動
は
「
プ
ー
チ
ン
の
第
五

列
」
な
ど
と
中
傷
を
受
け
、
盛
り
上
が
り
を
欠
い

て
い
る
。「
武
器
な
し
に
平
和
を
創
る
」
は
ド
イ

ツ
平
和
運
動
の
伝
統
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
っ
た

が
、
今
や
「
よ
り
多
く
の
武
器
で
平
和
を
創
る
」

と
い
う
「
新
し
い
平
和
運
動
」
が
大
手
を
振
る
い
、

極
右
が
「
唯
一
の
平
和
政
党
」
を
名
乗
っ
て
い
る
。

「
Ｇ
７
番
外
地
」
を
潰
そ
う
！

そ
れ
で
も
西
側
諸
国
は
、
少
な
く
と
も
建
て
前

と
し
て「
民
主
主
義
」「
人
権
」「
法
治
国
家
」と
い
っ

た
普
遍
的
価
値
を
掲
げ
る
。
だ
が
Ｇ
７
議
長
国
日

本
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
、
報
道
の
自

由
ラ
ン
キ
ン
グ
、
入
管
法
の
改
悪
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

へ
の
「
理
解
増
進
法
」
等
々
、
堂
々
た
る
「
Ｇ
７

の
番
外
地
」（
古
関
彰
一
）
ぶ
り
を
発
揮
し
て
い
る
。

安
倍
晋
三
が
２
０
１
２
年
に
首
相
に
返
り
咲
い

て
以
来
、
こ
の
国
の
支
配
者
た
ち
は
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
虚
言
を
弄
し
て
（
典
型
的
な
の
は
「
積
極
的
平
和

主
義
」）、
ひ
た
す
ら
戦
争
国
家
へ
の
道
を
歩
ん
で

い
る
。
か
つ
て
ア
ジ
ア
と
日
本
の
民
衆
を
戦
禍
に

巻
き
込
ん
だ
張
本
人
た
ち
が
米
国
の
お
か
げ
で
復

権
で
き
た
た
め
、
そ
の
子
や
孫
が
ど
こ
ま
で
も
対

米
従
属
を
決
め
込
む
の
は
、
少
な
く
と
も
事
情
と

し
て
は
理
解
で
き
る
。だ
が
、日
本
を「
エ
バ
国
家
」

「
サ
タ
ン
国
家
」
と
呼
ぶ
カ
ル
ト
教
団
と
の
癒
着

は
、
も
は
や
理
性
の
範
疇
を
越
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
デ
タ
ラ
メ
な
現
代
日
本
国
家
は
今

や
、「
君
た
ち
、
中
国
に
勝
て
る
の
か
」
と
い
う

安
倍
の
「
遺
言
」
に
応
え
る
べ
く
総
力
戦
体
制
を

築
こ
う
と
し
て
い
る
。
こ
ん
な
「
Ｇ
７
番
外
地
」

を
潰
さ
な
け
れ
ば
、
国
民
は
ま
た
ぞ
ろ
悲
惨
な
目

に
あ
わ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
往
時
の
そ

「
米
中
の
大
国
の
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
た
く
な

い
！
」
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
各
地
で
昨
年
以
来
、
学

生
や
市
民
に
よ
る
集
会
、デ
モ
が
相
次
い
で
い
る
。

今
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
「
台
湾
有
事
」
を
巡
る
米

中
の
対
立
で
、両
国
の
板
挟
み
の
状
況
に
置
か
れ
、

さ
ら
に
日
本
政
府
が
今
年
4
月
5
日
に
発
表
し
た

新
制
度
「
政
府
安
全
保
障
能
力
強
化
支
援
（
Ｏ
Ｓ

Ａ
）」
に
よ
り
、
自
衛
隊
の
共
同
訓
練
も
強
化
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

米
軍
が
自
由
に
「
巡
回
し
駐
留
で
き
る
」
拠

点
を
拡
大

昨
年
以
来
、
米
国
首
脳
た
ち
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
外

交
が
活
発
に
な
っ
た
。

２
０
２
２
年
11
月
、
ハ
リ
ス
副
大
統
領
が
訪
比

し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
防
衛
に
対
す
る
米
国
の
決
意
を

れ
は
「
悲
劇
」
だ
が
、
今
度
は
「
茶
番
」
だ
。

（
き
ど
・
え
い
い
ち
／
大
阪
大
学
招
聘
教
授
、
ド
イ
ツ
現
代

政
治
・
平
和
研
究
）

表
明
し
た
。
そ
の
後
、
今
年
1
月
29
日
～
2
月
2

日
に
は
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
国
防
長
官
が
訪
比
し
、
全

国
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
基
地
の
う
ち
9
ヵ
所
で
米
軍

が
「
巡
回
し
、
駐
留
で
き
る
」
と
い
う
合
意
を
と

り
つ
け
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
47
年
間
に
わ
た
り
米
国
の
植

民
地
支
配
下
に
置
か
れ
（
１
８
９
８
年
～
１
９
４
５

年
）、
太
平
洋
戦
争
中
は
日
本
軍
が
４
年
間
占
領

し
、
日
米
の
壮
絶
な
決
戦
場
と
な
っ
た
。
戦
争
末

期
、
後
退
を
強
い
ら
れ
た
日
本
軍
は
フ
ィ
リ
ピ
ン

各
地
に
逃
げ
の
び
、
住
民
に
対
し
て
残
虐
な
強
奪

や
殺
害
を
繰
り
広
げ
た
。

戦
後
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
独
立
し
た
後
も
、
米
国

は
「
太
平
洋
の
要
石
」
と
し
て
、
ア
ジ
ア
最
大

の
ク
ラ
ー
ク
空
軍
基
地
（
３
・
３
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
シ

ア
メ
リ
カ
の
捨
て
駒
に
は
な
ら
な
い
！

米
・
日
が
強
化
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
軍
事
化
―
「
台
湾
有
事
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
橋
成
子
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が
自
由
に
巡
回
・
駐
留
で
き
る
拠
点
が
9
ヵ
所
に

増
加
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

加
速
す
る
中
国
の
援
助
と
経
済
活
動

30
年
前
に
撤
去
さ
れ
た
ク
ラ
ー
ク
、
ス
ー
ビ
ッ

ク
基
地
跡
は
、
そ
の
後
、
関
税
な
し
の
海
外
投
資

を
呼
び
込
む
経
済
特
区
と
し
て
再
開
発
さ
れ
た
。

当
初
は
主
に
日
本
資
本
が
参
入
し
、
リ
ゾ
ー
ト
開

発
な
ど
が
活
発
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
韓
国
の
Ｉ

Ｔ
企
業
の
進
出
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
、
昨
今
は
中

国
国
内
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
カ
ジ
ノ
や
課
金
オ
ン

ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
な
ど
を
運
営
す
る
中
国
企
業
が
台

頭
し
て
い
る
。ク
ラ
ー
ク
は
韓
国
資
本
、ス
ー
ビ
ッ

ク
は
中
国
資
本
と
住
み
分
け
ら
れ
、
ハ
ン
グ
ル
や

中
国
語
の
看
板
が
立
ち
並
ぶ
一
大
商
業
都
市
に
変

わ
っ
た
。

特
に
ド
ゥ
テ
ル
テ
前
大
統
領
は
、
従
来
の
米
国

追
随
の
大
統
領
と
は
一
線
を
画
し
て
中
国
に
急
接

近
し
、
中
国
政
府
の
援
助
に
よ
る
「
ビ
ル
ド
！
ビ

ル
ド
！
ビ
ル
ド
！
（
建
設
！
）」
政
策
を
う
ち
た
て

た
。
こ
の
国
家
政
策
に
よ
っ
て
、
首
都
圏
を
中
心

に
高
層
ビ
ル
群
の
建
設
や
各
地
の
イ
ン
フ
ラ
事
業

が
中
国
か
ら
の
借
款
に
よ
っ
て
加
速
し
た
。

２
０
２
２
年
6
月
、
か
つ
て
の
独
裁
者
マ
ル
コ

ス
の
長
男
、
ボ
ン
ボ
ン
（
通
称
）・
マ
ル
コ
ス
が
大

統
領
に
就
任
し
た
。
副
大
統
領
は
ド
ゥ
テ
ル
テ
元

大
統
領
の
長
女
サ
ラ
。
両
家
は
長
い
間
蜜
月
関
係

に
あ
っ
た
。
就
任
か
ら
1
年
、
マ
ル
コ
ス
新
大
統

領
は
、
父
の
時
代
の
暗
黒
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
よ

う
と
、
ソ
フ
ト
な
立
ち
回
り
で
若
者
の
支
持
を
集

め
て
い
る
。
平
均
年
齢
が
24
歳
（
ち
な
み
に
日
本
は

49
歳
）
と
、
若
年
層
が
圧
倒
的
に
多
い
中
、
50
年

前
の
戒
厳
令
時
代
を
記
憶
し
て
い
る
層
も
年
々
減

少
し
て
い
る
。
マ
ル
コ
ス
大
統
領
は
ド
ゥ
テ
ル
テ

政
権
の
政
策
を
基
本
的
に
引
き
継
ぐ
と
公
言
し
て

い
る
一
方
、
こ
れ
ま
で
冷
え
切
っ
て
い
た
米
国
と

の
関
係
回
復
に
は
積
極
的
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

日
本
政
府
の
動
き
ー
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
加
え
、「
同

志
国
」
の
軍
関
連
支
援
の
た
め
の
無
償
資
金

援
助
制
度
（
Ｏ
Ｓ
Ａ
）
を
創
設

今
年
2
月
8
日
～
12
日
、
マ
ル
コ
ス
大
統
領
が

来
日
し
た
。
米
国
防
長
官
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
が
フ
ィ

リ
ピ
ン
を
訪
問
し
た
わ
ず
か
6
日
後
だ
っ
た
。
日

本
の
メ
デ
ィ
ア
は
こ
の
時
期
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を

拠
点
に
し
て
い
た
特
殊
詐
欺
グ
ル
ー
プ
の
送
還

ニ
ュ
ー
ス
で
溢
れ
か
え
り
、
大
統
領
来
日
に
つ
い

て
は
大
き
く
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
日
比

首
脳
会
談
で
は
次
の
よ
う
な
約
束
が
取
り
交
わ
さ

れ
て
い
た
。

＊
日
本
政
府
は
２
０
２
２
年
度
、
２
０
２
３
年

度
（
２
０
２
４
年
3
月
ま
で
）
に
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
と
民
間
投
資
併
せ
て
６
０
０
０
億
円
の
支

援
を
約
束
。
さ
ら
に
、
災
害
・
人
道
支
援
目
的
の

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
土
面
積
に
匹
敵
）、
ス
ー
ビ
ッ
ク

海
軍
基
地
を
維
持
し
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
は
沖

縄
・
日
本
本
島
・
グ
ア
ム
な
ど
の
基
地
と
連
携
し

た
攻
撃
基
地
の
機
能
を
果
た
し
た
。「
要
石
」
と

言
わ
れ
る
通
り
、
旅
客
機
で
さ
え
、
マ
ニ
ラ
か
ら

台
湾
南
部
ま
で
は
1
時
間
、
沖
縄
は
1
時
間
半
、

グ
ア
ム
ま
で
2
時
間
半
で
飛
行
で
き
る
位
置
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
あ
る
。

１
９
９
２
年
、
当
時
高
ま
っ
た
反
基
地
運
動
の

う
ね
り
に
加
え
、
20
世
紀
最
大
規
模
の
ピ
ナ
ツ
ボ

火
山
大
噴
火
で
降
っ
た
灰
で
甚
大
な
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
、
米
国
は
ク
ラ
ー
ク
、
ス
ー
ビ
ッ
ク
の
2
大

基
地
を
撤
去
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
長
年
に
わ
た
っ

た
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
た
喜
び

も
つ
か
の
間
、
98
年
に
は
「
訪
問
米
軍
に
関
す
る

地
位
協
定
」
が
米
比
で
締
結
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍
基
地
や
商
業
港
な
ど
を
米
軍
が

必
要
時
に
巡
回
し
使
用
で
き
る
と
い
う
協
定
で
、

２
０
０
１
年
の
９
・
11
同
時
多
発
事
件
後
は
、
中

東
及
び
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
の
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
を

睨
ん
だ
軍
事
訓
練
で
、
国
内
5
ヵ
所
の
基
地
や
港

が
使
用
さ
れ
て
き
た
。

そ
し
て
今
回
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
国
防
長
官
と
の

合
意
で
、
台
湾
か
ら
一
番
近
い
４
０
０
ｋｍ
の
距
離

に
あ
る
ル
ソ
ン
島
北
部
や
南
シ
ナ
海
の
ス
プ
ラ
ト

リ
ー
諸
島
（
南
沙
諸
島
）
に
面
し
た
パ
ラ
ワ
ン
島
な

ど
、
4
ヵ
所
の
基
地
が
追
加
さ
れ
、
こ
れ
で
米
軍
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自
衛
隊
派
遣
の
手
続
き
の
円
滑
化
を
約
束
し
、
自

衛
隊
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
の
共
同
訓
練
の
強
化
を
検

討
す
る
。

＊
マ
ル
コ
ス
大
統
領
は
「
日
本
が
新
た
に
設
け

た
、友
好
国
の
軍
に
無
償
援
助
す
る
制
度
を
歓
迎
」

（
日
経
ニ
ュ
ー
ス
）

2
月
の
首
脳
会
談
の
報
道
で
は
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
、
マ
ル
コ
ス
大
統
領
が
「
歓
迎
し

た
制
度
」
の
全
容
が
、
4
月
5
日
に
な
っ
て
よ
う

や
く
報
道
さ
れ
た
。

「
日
本
政
府
は
、
国
家
安
全
保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）

の
９
大
臣
会
合
を
持
ち
回
り
で
開
催
し
、
日
本
が

同
志
国
の
軍
な
ど
へ
防
衛
装
備
品
を
提
供
し
、
安

保
能
力
の
強
化
を
後
押
し
す
る
無
償
資
金
協
力
の

新
制
度
『
政
府
安
全
保
障
能
力
強
化
支
援
（
Ｏ
Ｓ

Ａ
）』
を
創
設
し
た
と
発
表
し
た
。
こ
れ
は
昨
年

改
定
し
た
国
家
安
保
戦
略
に
基
づ
く
措
置
で
、
今

年
度
の
対
象
国
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
フ
ィ
ジ
ー
の
4
か
国
。
中
国

の
抑
止
を
念
頭
に
、
既
存
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
で
は
対
象
に
で
き
な
い
軍
関
連
の
支
援
に

踏
み
込
む
。
政
府
は
、
令
和
5
年
度
予
算
で
、
同

志
国
の
安
全
能
力
強
化
の
た
め
の
『
非
Ｏ
Ｄ
Ａ
予

算
』
と
し
て
20
億
円
を
計
上
し
た
。」

（
２
０
２
３
年
4
月
5
日　

毎
日
新
聞
・
産
経
新
聞
）

米
国
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
で
の
軍
事
拠
点
を
拡

大
す
る
こ
と
と
並
行
し
て
、
日
本
は
非
軍
事
支
援

と
さ
れ
て
き
た
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
と
は

別
に
「
政
府
安
全
保
障
能
力
強
化
支
援
（
Ｏ
Ｓ
Ａ
）」

と
い
う
無
償
資
金
協
力
を
「
同
志
国
」
の
軍
事
活

動
に
提
供
す
る
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
自
衛

隊
が
米
軍
の
指
揮
の
下
、
最
前
線
で
戦
う
体
制
が

整
え
ら
れ
た
。
こ
の
Ｏ
Ｓ
Ａ
創
設
に
関
し
て
、
国

会
で
成
否
を
め
ぐ
っ
て
議
論
さ
れ
た
報
道
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
さ
ら
に
「
同
志
国
」
の
基
準
も
説
明

さ
れ
て
い
な
い
。
日
本
の
世
論
も
無
関
心
な
の
が

気
が
か
り
だ
。

過
去
最
大
規
模
の
米
比
合
同
軍
事
演
習

4
月
11
日
～
28
日
、こ
れ
ま
で
バ
リ
カ
タ
ン
（
肩

を
並
べ
る
）
の
名
称
で
展
開
さ
れ
て
き
た
米
比
合

同
演
習
が
、
過
去
最
大
規
模
で
実
施
さ
れ
た
。
総

勢
１
７
０
０
０
人
（
う
ち
米
軍
１
２
０
０
０
人
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
軍
５
０
０
０
人
）
が
参
加
し
、
初
め
て
「
水

中
へ
の
実
弾
射
撃
訓
練
」
が
行
な
わ
れ
た
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
国
防
軍
も
１
０
０
名
以
上
が
小
規
模

な
陸
上
活
動
に
参
加
し
た
。
こ
の
演
習
に
日
本
の

自
衛
隊
が
参
加
し
た
か
ど
う
か
は
何
も
報
道
も
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
の
大
規
模
演
習
後
も
、
米
比
軍

の
様
々
な
訓
練
・
演
習
が
続
い
て
い
る
。
こ
う
し

た
動
き
に
中
国
政
府
は
神
経
を
尖
ら
せ
、
外
交
的

圧
力
を
強
め
る
と
同
時
に
、
6
月
に
は
中
国
海
軍

の
訓
練
艦
が
マ
ニ
ラ
湾
に
異
例
の
寄
港
を
し
、
市

民
を
招
い
た
一
般
公
開
の
イ
ベ
ン
ト
を
数
日
間
開

催
し
た
。

な
に
が
「
有
事
」
な
の
か
？

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
台
湾
は
、
地
理
的
に
近
く
、
古

く
か
ら
人
々
の
移
動
が
活
発
で
、
友
好
的
な
関
係

が
続
い
て
き
た
。
昨
今
で
は
、
台
湾
で
働
く
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
出
稼
ぎ
労
働
者
は
20
万
人
に
上
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
に
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
留
学
、

移
住
な
ど
で
多
く
の
台
湾
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。

台
湾
に
最
も
近
い
バ
タ
ネ
ス
島
を
訪
れ
た
時
、「
こ

米
軍
の
使
用
を
新
た
に
認
め
た
軍
事
施
設
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こ
の
漁
場
に
は
、
国
家
と
は
関
係
な
い
漁
民
た
ち

独
自
の
ル
ー
ル
が
あ
る
」
と
漁
師
が
教
え
て
く
れ

た
。「
有
事
」と
は
程
遠
い
関
係
で
人
々
は
繋
が
っ

て
い
る
。

海
を
舞
台
に
し
た
大
規
模
軍
事
演
習
は
、
こ
う

し
た
民
衆
た
ち
が
築
い
て
き
た
平
和
な
関
係
を
全

く
無
視
し
て
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
各
地
で
、「
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
な
！
」
と

人
々
が
街
頭
に
立
っ
て
い
る
。
高
校
生
・
大
学
生

の
若
者
の
参
加
が
多
い
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
歴
史
教

科
書
は
、
過
去
の
戦
争
の
事
実
を
し
っ
か
り
と
書

き
残
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
は
学
校
で
植
民
地

時
代
か
ら
太
平
洋
戦
争
ま
で
続
く
侵
略
の
歴
史
を

学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
家
庭
で
は
祖
父
母
か
ら
の

経
験
を
聞
い
て
育
つ
た
め
、
ア
メ
リ
カ
や
日
本
の

文
化
に
憧
れ
る
反
面
、
戦
争
の
犠
牲
に
な
る
こ
と

に
つ
い
て
は
敏
感
だ
。再
軍
備
化
に
対
し
て
、人
々

は
様
々
な
立
場
か
ら
反
対
の
声
を
あ
げ
て
い
る
。

ま
ず
軍
事
演
習
で
最
大
の
被
害
を
被
っ
て
い
る

の
は
、
海
を
生
活
の
場
と
す
る
漁
民
た
ち
だ
。

南
シ
ナ
海
の
ス
プ
ラ
ト
リ
ー
諸
島
（
南
沙
諸
島
）

か
ら
目
と
鼻
の
先
に
位
置
す
る
パ
ラ
ワ
ン
島
、
そ

し
て
台
湾
南
部
と
最
も
近
い
距
離
に
あ
る
ル
ソ
ン

島
北
部
沿
岸
ま
で
「
巡
回
し
駐
留
す
る
米
軍
」
と

「
水
中
実
弾
射
撃
」
演
習
に
よ
っ
て
、
漁
場
が
閉

鎖
さ
れ
、
魚
の
行
商
で
生
計
を
た
て
る
漁
民
た
ち

の
生
活
が
奪
わ
れ
た
。
一
部
で
は
漁
村
の
移
転
計

画
も
考
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

漁
民
組
織
の
代
表
は
、
こ
う
訴
え
る
。

「
ス
プ
ラ
ト
リ
ー
の
海
域
は
、
何
世
紀
に
も
わ

た
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
中
国
の
緩
や
か
な
外
交
に

よ
っ
て
、
漁
民
の
生
活
が
守
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ

が
、
こ
の
地
域
と
は
全
く
関
係
の
な
い
米
国
が
対

立
姿
勢
を
む
き
出
し
に
し
た
た
め
に
、
中
国
も
負

け
じ
と
対
抗
し
て
基
地
建
設
を
始
め
た
。
大
国
が

勝
手
に
始
め
た
喧
嘩
な
の
に
、
そ
の
現
場
が
な
ん

と
私
た
ち
が
生
き
て
き
た
こ
の
海
域
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
︙
︙
こ
れ
じ
ゃ
太
平
洋
戦
争
の
時
と
同
じ

じ
ゃ
な
い
か
。

な
ん
て
理
不
尽
な
こ
と
だ
！　

喧
嘩
し
た
い
な

ら
自
分
た
ち
の
国
で
や
っ
て
く
れ
！
」

米
軍
が
巡
回
・
駐
留
す
る
地
域
の
県
知
事
・
政

治
家
た
ち
も
、
米
国
が
後
押
し
す
る
中
央
政
府
と

の
板
挟
み
の
な
か
で
、
中
国
に
よ
る
地
元
の
経
済

投
資
へ
の
悪
影
響
を
懸
念
し
、
自
分
た
ち
の
地
域

が
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
不
安
を
訴
え
て
い
る
。

全
国
学
生
連
盟
は
「
中
国
に
戦
争
を
し
か
け
る

の
で
は
な
く
、
国
連
法
廷
の
裁
定
を
発
動
す
る
な

ど
、
外
交
手
段
を
強
く
主
張
す
べ
き
だ
」「
フ
ィ

リ
ピ
ン
は
米
国
と
中
国
と
い
う
大
国
の
利
害
に
振

り
回
さ
れ
ず
に
、
中
立
の
立
場
を
と
る
べ
き
」
と

の
声
明
を
出
し
た
。

労
働
者
団
体
は
「
巨
額
な
軍
事
予
算
を
、
か
つ

て
の
植
民
地
時
代
の
侵
略
者
の
兵
士
を
受
け
入
れ

る
た
め
に
使
う
の
で
は
な
く
、
貧
困
や
物
価
上
昇

に
対
処
す
る
た
め
に
使
う
べ
き
」と
訴
え
て
い
る
。

人
権
問
題
に
取
り
組
む
弁
護
士
た
ち
は
、「
ミ

ン
ダ
ナ
オ
島
で
は
イ
ス
ラ
ム
勢
力
の
鎮
圧
の
た

め
、
何
年
に
も
わ
た
り
米
比
軍
事
訓
練
が
実
施
さ

れ
て
き
た
。
軍
が
存
在
す
る
こ
と
で
、
周
辺
住
民

に
対
す
る
日
常
的
な
人
権
弾
圧
、
女
性
た
ち
へ
の

性
暴
力
、活
動
家
の
殺
害
な
ど
が
横
行
し
て
き
た
。

今
後
、
各
地
で
軍
の
存
在
が
拡
大
す
れ
ば
、
反
対

を
唱
え
る
人
々
へ
の
人
権
侵
害
は
さ
ら
に
拡
大
す

る
可
能
性
が
高
く
な
る
だ
ろ
う
。」
と
憂
慮
し
て

い
る
。

沖
縄
の
米
軍
基
地
、
南
西
諸
島
に
次
々
と
建
設

さ
れ
た
自
衛
隊
基
地
、そ
の
先
に
米
軍
の
「
要
石
」

フ
ィ
リ
ピ
ン
が
続
く
。

6
月
に
沖
縄
を
訪
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
著
名
な

社
会
運
動
家
ウ
ォ
ー
ル
デ
ン
・
ベ
ロ
ー
氏
が
記
者

会
見
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
沖
縄
・
日
本
・
韓
国
・

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
米
国
の
軍
事
の
前
線
に
置
か
れ
て

い
る
。
そ
の
米
国
の
利
益
の
た
め
に
、
私
た
ち
は

捨
て
駒
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
！
」

（
お
お
は
し
・
せ
い
こ
／
ピ
ー
プ
ル
ズ
・
プ
ラ
ン
研
究
所
運

営
委
員
）


	



